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の課題
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全国学力・学習状況調査結果
において，本市は全国及び東
京都の平均を上回っていた
が，本市で実施した「魅力ある
学校づくりアンケート調査」で
は，調査対象である小学校４・
５・６年生の「授業が分からな
い」，「どちらかといえば分から
ない」と回答した割合が令和4
年度は8.0％，令和5年度は
9.0％，令和6年度は10.2％，令
和７年度は8.7％であった。個
別に支援を必要とする子どもが
増加しているとの学校からの声
があがっている中で，外部人材
を活用した学習支援が必要と
なっている。

授業のつまずきを減らし，家庭学習の定
着のため，放課後や長期休業期間中に
地域人材を活用した地域未来塾の設置
を促進していく。

特に小学校での授業のつまずきを減ら
し，中学校へつなげていきたいことから，
小学校における学習支援員を確保すると
ともに，地域未来塾の設置を促してきた
結果，学習支援員については，１２月末
現在で比較すると，令和６年度は２７５
人，１３，２５３時間，令和７年度は２５８
人，１３，２８５時間と，支援員数は減った
が，支援時間については３２時間増加し
た。また，地域未来塾については，令和５
年度は６校，１，８０２時間，令和６年度は
７校，１８７２時間と，１校増え，支援時間
は７６時間増えた。令和７年度８校はで
あった。その結果，目標値を１％上回るこ
とができたので，今年度も支援時間を増
加するとともに，地域未来塾設置数を増
やす取り組みを行う。
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●令和８年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式
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